
図チャレ 第224回 (2020年5月)

�ABCにおいて AB = 3 , BC = 1 , ∠B = 90◦とする。∠Bの二等分線と辺ACの

交点を Dとし，3点A, B, Dを通る円と直線BCの交点のうち点Bと異なる点を Eと

する。また，直線ABと直線DEの交点を Fとする。

(1) 線分ADの長さを求めなさい。

(2) 線分 BEの長さを求めなさい。

(3) 線分AFの長さを求めなさい。

出典：2020年 大分大学 理工学部 経済学部 教育学部

解答
(1) ∠ABD = ∠CBDより

AD : DC = AB : BC = 3 : 1
∠ABC = 90◦であるから，三平方の定理より
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(2) 円周角の性質より

∠AED = ∠ABD = 1
2
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�ABDにおいて正弦定理より，円の直径は
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直角三角形ABEにおいて，三平方の定理より
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(3) �ABCと線分 EDに対してメネラウスの定理を適用すると
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